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1. 平成31年1月期第3四半期の連結業績（平成30年2月1日～平成30年10月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

31年1月期第3四半期 1,799 ― 524 ― 510 ― 271 ―

30年1月期第3四半期 ― ― ― ― ― ― ― ―

（注）包括利益 31年1月期第3四半期　　269百万円 （―％） 30年1月期第3四半期　　―百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

31年1月期第3四半期 7.33 6.79

30年1月期第3四半期 ― ―

（注1）第１四半期連結会計期間末より連結財務諸表を作成しているため前年四半期の数値及び前年四半期増減率については記載しておりません。

（注2）平成30年９月１日付で普通株式１株につき４株の割合で株式分割を行っております。当連結会計期間期首に当該株式分割が行われたと仮定し、

　　　　 １ 株当たり四半期純利益、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益を算定しております。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

31年1月期第3四半期 2,813 2,461 87.0

30年1月期 ― ― ―

（参考）自己資本 31年1月期第3四半期 2,448百万円 30年1月期 ―百万円

（注）第１四半期連結会計期間末より連結財務諸表を作成しているため前期の数値については記載しておりません。

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

30年1月期 ― 0.00 ― 6.00 6.00

31年1月期 ― 0.00 ―

31年1月期（予想） ― ―

（注1）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無

（注2）平成31年１月期の１株当たり配当金については未定です。

3. 平成31年 1月期の連結業績予想（平成30年 2月 1日～平成31年 1月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 2,500 ― 740 ― 710 ― 400 ― 10.79

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有

（注1）連結業績予測については、第１四半期連結会計期間末より連結財務諸表を作成しているため、対前年増減率については記載しておりません。

（注2）平成30年９月１日付で普通株式１株につき４株の割合で株式分割を行っております。当連結会計期間期首に当該株式分割が行われたと仮定し、

　　　　１株当たり当期純利益を算定しております。



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 31年1月期3Q 37,233,600 株 30年1月期 36,852,800 株

② 期末自己株式数 31年1月期3Q 976 株 30年1月期 976 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 31年1月期3Q 37,077,500 株 30年1月期3Q 34,851,888 株

（注）平成30年９月１日付で普通株式１株につき４株の株式分割を行っております。前事業年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、発行済み株
式数（普通株式）を算定しております。

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　当社は、平成31年１月第１四半期連結会計期間において、株式会社鎌倉新書Care petsと株式会社鎌倉新書みんなのパソコン倶楽部を設立したことに伴い、

第１四半期連結会計期間より連結決算へ移行しております。

　本資料における予想値及び将来の見通しに関する記述・言明は、弊社が現在入手可能な情報による判断及び仮定に基づいております。その判断や仮定に内
在する不確実性及び事業運営や内外の状況変化により実際に生じる結果が予測内容とは実質的に異なる可能性があり、弊社は将来予測に関するいかなる内
容についてもその確実性を保証するものではありません。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益が堅実に推移し、雇用・所得環境の改善により、

緩やかな回復基調が続いております。しかしながら、米国の経済政策運営の影響等による海外経済の不確実性や

消費税の引き上げによる景気悪化懸念等、先行き不透明な状況となっております。

当社が属するライフエンディング市場におきましては、潜在的需要は人口動態を背景に年々増加すると推測さ

れ、「終活」の浸透が進み、ライフエンディングに対する社会的関心は日増しに高まりを見せております。しか

しながら、仏壇仏具やお墓等におきましては、ユーザーの節約志向に加え、ユーザーの生活スタイルや価値観の

多様化による購入商品の小型化・低価格化の傾向が継続しております。葬祭事業においても、核家族化や葬儀規

模の縮小により、単価は減少傾向が続いております。

このような事業環境の中、当社はライフエンディング周辺事業への事業開拓や新規提携先の開拓、運営サイト

のリニューアル、ＳＥＯの強化など数多くの施策を行ってまいりました。

この結果、当第3四半期連結累計期間の売上高は、1,799,169千円、営業利益は524,554千円、経常利益は

510,377千円、親会社株主に帰属する四半期純利益は271,939千円となりました。

なお、当社はライフエンディング事業を主要な事業としており、他の事業セグメントの重要性が乏しいためセ

グメント別の業績の記載を省略しております。

　

（注）当社は、第１四半期連結会計期間より、四半期連結財務諸表を作成しているため、前年同四半期連結累計

期間との比較分析は行っておりません。

（２）財政状態に関する説明

（流動資産）

当第３四半期連結会計期間末の流動資産は2,530,948千円となりました。主な内訳は、現金及び預金1,848,101

千円、売掛金608,536千円及び前払費用46,371千円であります。

（固定資産）

当第３四半期連結会計期間末の固定資産は282,477千円となりました。主な内訳は、建物50,716千円、ソフトウ

エア59,010千円、ソフトウェア仮勘定55,616千円及び敷金及び保証金53,871千円であります。

（流動負債）

当第３四半期連結会計期間末の流動負債は342,071千円となりました。主な内訳は、未払金72,629千円、未払法

人税等128,373千円及び賞与引当金61,115千円であります。

（固定負債）

当第３四半期連結会計期間末の固定負債は10,221千円となりました。内訳は、退職給付に係る負債10,221千円

であります。

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末の純資産は2,461,133千円となりました。主な内訳は、資本金787,688千円、資本

剰余金747,688千円、利益剰余金913,547千円等であり、自己資本比率は87.0％であります。

　

（注）当社は、第１四半期連結会計期間より連結財務諸表を作成しているため、前連結会計年度末の比較分析は

行っておりません。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当社は、第１四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しております。

現時点においては、平成30年４月25日に公表した単体決算の予測の数値から変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年10月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,848,101

売掛金 608,536

商品及び製品 4,517

仕掛品 2,181

貯蔵品 889

前払費用 46,371

繰延税金資産 25,756

その他 1,136

貸倒引当金 △6,542

流動資産合計 2,530,948

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 50,716

工具、器具及び備品（純額） 29,125

有形固定資産合計 79,841

無形固定資産

ソフトウエア 59,010

ソフトウエア仮勘定 55,616

その他 202

無形固定資産合計 114,829

投資その他の資産

投資有価証券 6,467

繰延税金資産 4,750

敷金及び保証金 53,871

保険積立金 21,176

その他 1,540

投資その他の資産合計 87,806

固定資産合計 282,477

資産合計 2,813,426

負債の部

流動負債

買掛金 1,288

1年内返済予定の長期借入金 10,000

未払金 72,629

未払法人税等 128,373

未払消費税等 42,304

前受金 14,727

預り金 8,484

賞与引当金 61,115

その他 3,148

流動負債合計 342,071

固定負債

退職給付に係る負債 10,221

固定負債合計 10,221

負債合計 352,292
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(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年10月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 787,688

資本剰余金 747,688

利益剰余金 913,547

自己株式 △123

株主資本合計 2,448,800

新株予約権 12,332

非支配株主持分 -

純資産合計 2,461,133

負債純資産合計 2,813,426
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
当第３四半期連結累計期間
(自 平成30年２月１日
　至 平成30年10月31日)

売上高 1,799,169

売上原価 549,715

売上総利益 1,249,453

販売費及び一般管理費 724,898

営業利益 524,554

営業外収益

受取利息 83

為替差益 939

助成金収入 300

保険事務手数料 340

その他 570

営業外収益合計 2,233

営業外費用

支払利息 124

保険解約損 1,525

調査費用 14,557

その他 203

営業外費用合計 16,411

経常利益 510,377

特別損失

投資有価証券評価損 43,532

減損損失 20,002

特別損失合計 63,534

税金等調整前四半期純利益 446,843

法人税、住民税及び事業税 190,334

法人税等調整額 △12,931

法人税等合計 177,403

四半期純利益 269,439

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △2,500

親会社株主に帰属する四半期純利益 271,939

決算短信（宝印刷） 2018年12月12日 12時58分 5ページ（Tess 1.50(64) 20181119_01）



株式会社鎌倉新書(6184) 平成31年１月期 第３四半期決算短信

6

四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
当第３四半期連結累計期間
(自 平成30年２月１日
　至 平成30年10月31日)

四半期純利益 269,439

四半期包括利益 269,439

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 271,939

非支配株主に係る四半期包括利益 △2,500
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社はライフエンディング事業を主要な事業としており、他の事業セグメントの重要性が乏しいためセグメン

ト別の業績の記載を省略しております。
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（重要な後発事象）

当社は、平成30年11月８日開催の取締役会において、当社の連結子会社である株式会社鎌倉新書Care pets、株式

会社鎌倉新書みんなのパソコン倶楽部を 解散及び清算することを決議いたしました。

　

（１）解散及び清算の理由

両社とも業績が当初想定を下回る状況であったため、将来の採算性を検討した結果、両社を解散し、清算するこ

ととしたものであります。

（２）当該連結子会社の名称、事業内容及び持分比率

名称 株式会社鎌倉新書Care pets 株式会社鎌倉新書みんなのパソコン倶楽部

所在地 東京都世田谷区桜新町二丁目１４番２号 東京都中央区日本橋二丁目３番２１号

代表取締役 古西 健太郎 倉澤 赳徳

事業内容 ペットシッター業 パソコン教室の運営

資本金 2,000万円 500万円

持分比率 100％ 75％

（３）清算の時期

名称 株式会社鎌倉新書Care pets 株式会社鎌倉新書みんなのパソコン倶楽部

解散 平成30年12月11日 平成31年１月中旬（予定）

清算決了 平成31年３月１日（予定） 平成31年７月（予定）

（４）子会社の状況 (平成30年９月末現在）

名称 株式会社鎌倉新書Care pets 株式会社鎌倉新書みんなのパソコン倶楽部

資産 3,371千円 6,680千円

負債 3,915千円 63,206千円

（５）当該事象の損益に与える影響額

当該解散によるへ連結財務諸表に与える影響については、現在精査中であります。

（６）当該事象の営業活動への影響

営業活動等に及ぼす重要な影響はありません。
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